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浅在性 化膿性疾患 に対す るTMS-19-Q・GC錠 の臨床 的検討

野波英一郎 ・紫芝敬子 ・堀江直茂 ・勝俣道夫 ・竹原和彦

関東逓信病院皮膚科

TMS49-Q・GC錠 を用 いて,皮 膚科領域 の浅在性化膿性疾患 の治療を行な った。対象疾患は毛包

炎4,窃6,表 在性 リンパ管炎2,化 膿性爪囲炎2 ,感 染 性粉瘤4,化 膿性 汗腺炎2,皮 下膿瘍1

例の計21例 であ った。有効性 は21例 中,治 癒8 ,著 しく改善8,か な り改善2,や や改善1,不

変1,著 しく増悪1例 で,有 効率はかな り改善以上 で85 .7%,著 しく改善以上で76 .2%で あ っ

た。 副作用 は軽度 の胃の もたれを訴えた ものが1例 あった が
,胃 腸薬を併用 して本剤 の投与 を継続

で きたつ病 巣分離菌は主 と して黄色 ブ ドウ球菌 と表皮 ブ ドウ球菌 であ
ったが,本 剤のMICはJosa.

mycin(JM), Midecamycin(MDM)よ り優れ ていた
。

本剤 の有用性 は21例 中,極 め て有用7,有 用10,や や有用1,有 用 と思われ ない2 ,好 ましく

ない1例 で,有 用 率は有用 以上 を とる と81.0%で あった。

TMS-19-Q・GC錠 の浅 在性化膿 性疾患 に対 す る有用

性を評価す る 目的 で,本 剤 の臨床効果,病 巣分離菌に対

する細菌学的効果な らびに副作用 を検討 した。

I.対 象 疾 患

関東逓 信病院 皮膚科 外来 を訪れた浅在性化膿性疾患を

有する成人患老を対象 と した。対象疾患は抗菌薬の効果

判定 に関す る ガイ ドライ ン1)に従 うと,第1群:毛 包炎

4例,第2群:痴6例,第4群:表 在性 リンパ管炎2例,

化膿性爪囲炎2例,第5群:感 染性粉瘤4例,化 膿性汗

腺炎2例,皮 下 膿瘍1例 の合計21例 であった。

II.臨 床試験 の方法

1.試 験実施期間

臨床試験の実施期間は昭和57年6月 よ り同年12月 ま

での5か 月間であ った。

2.投 与方 法

TMS-19-Q・GC錠1日 量600mg内 服 とし,1回200

mgを1日3回,食 前 に経 口投与 した。連 日14日 間投

与を目標 と し,治 癒 した症例 を除 き,原 則 と して7日 間

以上は服薬 させ ることと した。

3・ 効果判定

各症 例ご とにケース カー ドを作成 し,症 状の程度,全

般改善度,副 作用 の観察 を行ない,ま た臨床検査,細 菌

学的検査を行な った。そ の評 価 日は治療開始 日,治 療開

始3日 目,7日 目,10日 目,14日 目と した。

症状の程度は,0:な し,1:軽 度,2:中 等度,3:高

度,《3》:高度 より増悪 の5段 階評価 とした。

全般改善度 は治療 前 と比較 し,卅:治 癒 卅:著 しく

改善,廾:か な り改善,+:や や改善,○:不 変,×:

増悪,× ×:著 しく増悪 の7段 階評 価 とした.

副作用はその種類,程 度 を確認 し,そ の程度 は,-:

な し,+:軽 度,廾:中 等度,卅:高 度 の4段 階 と し

て,薬 剤 との因果関係 と とも に ケースカー ドに記 載 し

た。

臨床検査は治療開始 日 お よび 投薬終了 日に末 梢 血 液

像,肝 機能,腎 機能検査,尿 検査 な どを行 ない,異 常値

の現われた場 合には,以 後の追跡 調査 を行な った。

細菌学的 検査は治療開始 日,3日 目,7日 目に病巣 よ

り細菌 を分離 し,細 菌の同定 およびMICを 測定 した。

最終全般改善度は投薬終了時に全般改善度 をも とに,

卅:治 癒,卅:著 しく改善,廾:か な り改善,+:や や

改善,○:不 変,×:増 悪,× ×:著 しく増悪 の7段 階

で評価 した。

概括 安全度は全期間を通 じての副 作用お よび臨床検査

値を もとに,-:副 作用 な し,+:副 作用はあ ったが,

治療継続,廾:副 作用 あ り,他 の治療を要 した,卅:副

作用 あ り,投 薬中止の4段 階で評価 した.

有用性は最終全般 改善度 と概括安 全 度 な どを勘 案 し

て,1:極 めて有用,2:有 用,3:や や有用,4:有 用 と

は思われない,5:好 ま しくないの5段 階 で評価 した。

III.臨 床 成 績

臨床成績 はTable 1に 一括 した。治療症例21例 の内

訳 は,毛 包炎4例,痂6例,表 在性 リンパ管炎2例,化

膿性爪囲炎2例,感 染性粉瘤4例,化 膿性汗腺炎2例,

皮下膿瘍1例 であった。 治療開始時 の重 症 度 は,軽 症

3,中 等症12,重 症6例,そ の病勢 は進行停止4,悪

化中13,急 激悪化中4例 で,全 例に合併症,基 礎疾患,

抗菌剤 の併用は なか った。なお本剤 の治療前 に抗菌剤 の

投 与を受 けたものは,Erythromycin (EM), Doxycycline

(DOXY)の 各1例 があ ったが,い ずれ もその 効果 は無

効 で,本 剤 に切 りかえ られ,い ずれ も著 しく改善 した。



494 CHEMOTHERAPY
SEP.1984



VOL.32 S-6 CHEMOTHERAPY 495



496 CHEMOTHERAPY
SEP.1984

臨 床 効 果 す なわ ち最 終 全般 改善 度 は,毛 包 炎4例 中,

か な り改善2,や や 改善1,不 変1例,瘤6例 中,治 癒

3,著 し く改善2,著 し く増 悪1例,表 在 性 リンパ 管 炎

2例 中,治 癒1,著 し く改 善1例,化 膿 性 爪 囲炎2例 中,

治 癒1,著 し く改善1例,感 染 性 粉 瘤4例 中,治 癒2,

著 し く改善2例,化 膿性 汗腺 炎2例 は と も に 著 し く 改

善,皮 下 膿 瘍1例 は治 癒 した 。 す なわ ち全 症 例21例 中,

治 癒8,著 し く改 善8,か な り改 善2,や や 改 善1,不

変1,著 し く増 悪1例 で あ った(Table 2)。

臨 床 的 副 作 用 は 毛 包 炎 の1例 に軽 度 の 胃 の もた れ を訴

え る も のが あ った が,胃 腸 薬 を 投 与 し,本 剤 を 継 続 す る

こ とが で きた 。

臨 床 検 査 は21例 中20例 に 実 施 さ れ,1例 にGOT

値 の 軽 度 上 昇 が み ら れ,本 剤 の 影 響 が 疑 わ れ た が,

GPT,LDH,Al-P値 に 異常 な く,ま たGOTは1週

後 の 検 査 で は 正 常 値 に 改 善 され た.

細 菌 学 的 検 査 は 全 例 に 行 な わ れ た 。 第1群 の 毛包 炎 で

は 全 例 にS.epidermidis,第2群 の 痛6例 で は5.aureus

4株,S.epidemidis 3株 第4群 の表 在 性 リ ンパ管 炎

で は 菌 は 検 出 不 能,化 膿 性 爪 囲 炎2例 で はSaureus 2

株,S.epidermidis1株,β-Streptococcus 1株, E.

aerofaoims1株,第5群 の感 染 性 粉 瘤4例 で は S.aureus

2株,P,magnus 1株,1例 は菌 検 出不 能,化 膿 性 汗 腺

炎2例 で はS.aureus 1株S.epidermidis 1株, P.

magnus 1株,皮 下 膿 瘍1例 で はS.aumus 1株, P.

magnus 1株 が 分 離 され た 。治 療 後 の検 出菌 の推 移 を み

る と,明 らか に菌 陰 性 化 した も の,お よび 治 癒 また は 症

状 の著 しい 軽 快 に よ っ て分 離 培 養 が で きな くな った もの

を 含め て これ ら を菌 陰 性 化 とみ な す と計13例,3日 後

または7日 後 に不変 であ ったがそ の後 の検索ができなか

った もの3例,治 療開始 日菌陽性で,そ の後の検索の行

なわれなか った不 明例 は2例 で あ った。分 離菌のMIC

をみる と,S.aureus 10株 中9株 は0.20～0.78μg/ml ,

S,epidermidis 10株 中9株 は0.10～0 .78μg/mlで,そ

れ ぞれ1株 ずつ の耐性菌がみ られたが,Table 3の よう

に同時 に行 なったJM,MDMのMICと 比較する と
,

やや優れていた。

有用性 の判定はTable 4の よ うに,第1群 の毛包炎

4例 は有用1,や や有用1,有 用 と思われない2例 ,第

2群 の痛6例 は極 めて有用3,有 用2,好 ましくない1

例,第4群 の表在性 リンパ管炎2例,化 膿性爪囲炎2例

の計4例 では極 めて有用1,有 用3例 ,第5群 の感染性

粉瘤4例,化 膿性汗腺炎2例,皮 下膿瘍1例 の計7例 で

は,極 めて有用3,有 用4例 であ った。す なわち全症例

21例 中,極 め て有用7,有 用10,や や有用1,有 用 と

思われ ない2,好 ま しくない1例 で,有 用率は81.0%

であった.

IV.考 按

TMS49-Qは ロイ コマイ シン A5の3"位 を プロピ

オニル化 して得 られ た 新 しいマ クロライ ド系抗 生物質

で,従 来 のマクロライ ド系抗生物質 と同様に,好 気性 グ

ラム陽性菌,嫌 気性菌,マ イ コプ ラズマに有効で,か つ

抗菌 力が強 く,安 全性 も高い とされ ている2)。

TMS-19-Q・GC錠 は本剤 に グリシン と クエン酸を配

合 し,消 化管か らの吸収 が 胃酸酸度 の影響を受けること

な く,安 定 した血 中濃度 が得 られ るよ う,製 剤学的に改

良が加え られ たものである。

著者 らは本剤 の臨床効果,安 全性,有 用性を検討する

Table 2 Clinical effect of TMS-19-Q
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Table 3 NIICs against clinical isolates

S. aurcus 106/ml 10 strains

S. epidermidis 106/ml 10 strains

Table 4 Utility rating of TNIS-19-Q

目的 で,当 科を訪れ た浅在性化膿性疾患 を有す る成人患

者 の うち,患 老 の同意 を得 られ た21例 に治療試験を行

なった。

対象疾患は抗菌薬 の効果判定 に関す る ガイ ドライン1)

に従 うと,第1群:毛 包炎4例,第2群:痛6例, 第4

群:表 在性 リンハ管炎2例,化 膿性爪 囲炎2例, 第5群:

感染性粉瘤4例,化 膿性汗腺炎2例,皮 下膿瘍1例 の合

計21例 であ った。

試験方法,効 果判定基準は前述 のとお りで,各 評価 日

ごとに症状の程度,全 般改善 度,副 作用を チェックし,

臨床検査お よび細 菌学的 検査 を行 ない,本 剤 の 有効 性

(最終全般改善度),概 括安全 度お よび 有 用 性 を 評価 し

た。

臨 床成績 は前記の よ うに,有 効率は著 しく改善以上を

とる と76.2%,か な り改善以上 をとると85.7%で あ っ

た.臨 床効果 を群別 にみ ると,第1群 の毛包炎て効果の

劣 るものが多いが,こ れは疾患の性質 として毛包内に抗

生物質が到達 し難 いことが挙げ られ てお り,こ れはすべ

ての抗生物質に共通 のことと考え られ ている.

臨床的副作用 として,1例 に軽い胃のもたれを訴え る

ものがあ ったが,胃 腸薬を投与することによ り本剤の治

療 を継続するこ とが できた。 また臨床検査は21例 中20

例 に施行 したが,GOT値 の軽 度上昇 をみた ものが1例

あ り,本 剤 との関係が疑われたが,他 の諸検査に 異常な

く,ま たGOTは1週 後の検査ては正常 に改善 された。

以上の点 より本剤は臨床的に安全性の高 い薬剤 と考え ら

れ る。

細菌学的検査は全 例に行なわれ,菌 検出不能 の表在性
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リンパ管炎2例 お よび感染性粉瘤の1例 を除 く18例 か

ら,S.aureus10株,S.ePi4ermidis 10株,β-Streかto-

coccus1株,Pmagnus3株,E.aerofaciems 1株 が

分離 された。 これ らの細菌 の うち浅在性 化膿性疾患 の原

因菌の主役をなす ものは,S.aureusとS.epidermidis

と考え られ るが,前 記 の よ うに本剤 の抗菌価は 高 く,

JM,MDMよ り優れていた。

有用 性では,81.0%(有 用 以上)の 有用 率を示 した。

有用性で も第1群 毛包 炎において有用性が 低か ったが,

これは先に臨床 効果 の ところで述べ た とお りで,す べ て

の抗生物 質に共通 のこ とである。 したが って毛包炎 を除

くと,本 剤 の有用性 はさらに高 くなる。

浅在性化膿性疾患 の原 因菌 の大部 分 は 黄 色 ブ ドウ球

菌,表 皮 ブ ドウ球菌,溶 血性連鎖球菌 などの好気性 グラ

ム陽性菌 である。現在,グ ラム陰性桿菌な どに対す る新

しい抗生物質が数多 く開発 されてい るが,浅 在性化膿性

疾患 の多 くは外来治療 に よることが多 く,薬 剤 の抗菌力

とともに,安 全性 の高い 内服薬が要 求 され る こ と とな

る。

以上 の 点 よ り,TMS-19-Q・GC錠 は浅在性化膿性疾

患 に対 する臨床効果 ならび に安全性が高 く,皮 膚科領域

において有用性 の高 い薬剤 と考え られ る。

V.結 論

TMS-19-Q・GC錠 を 用 い て,皮 膚科 領域 の浅在性化

膿性疾患 の治療を行 なった。

対象疾患は抗菌薬 の効果判定に関するガイ ドライ ンに

従 うと,第1群4例,第2群6例,第4群4例,第5群

7例 の計21例 であ った。

臨床効果で は 有効率85.7%,副 作用は1例 に軽い胃

症状がみ られたのみで,そ の有用 率は81.0%で あった。

本剤は臨床効果 な らびに安全性 が高 く,皮 虜科 領域に

おいて有用性の高い薬剤 と考 え られ る。
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CLINICAL STUDIES ON TMS-19-Q-GC TABLET IN THE
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We conducted the treatment of superficial suppurative diseases in dermatological field with TMS-
19-Q-GC tablet. The patients adopted in the present study were a total of 21 cases: 4 cases of fol-
liculitis, 6 cases of furuncle, 2 cases of superficial lymphangitis, 2 cases of bacterial paronychia, 4
cases of infectious atheroma, 2 cases of hidradenitis suppurative and 1 case of subcutaneous abscess.

The results obtained from 21 cases were as follows : cured in 8 cases, markedly improved in 8,
moderately improved in 2, slightly improved in 1, unchanged in 1 and markedlyworsed in 1.
Thus the efficacy rates were 85. 7% if moderately improved, markedly improvedand cured are consid-
ered as effectiveness and 76. 2% if markedly improved and cured are considered as effectiveness.

As with side effects, one patient complained of a slightly gastric discomfort, but the therapy
could be continued with concomitant use of a gastrointestinal agent. The organisms isolated from the
lesions were chiefly Staphylococcus aureus and Staphylococcus epidermidis. The MIC of this drug was
superior to that of Josamycin or Midecamycin.

The clinical utility of 21 cases were extremely useful in 7 cases, useful in 10, slightly useful in 1,
useless in 2 and undesirable in 1. Thus, the utility rate was 81. 0% if extremely useful and useful are
considered as usefulness.


